
１１月１５日（金）に保護者参観の音楽会を開催いたします。昨年度に引き続き低・中・高学年別での

参観にはなりますが、一生懸命に取り組んだ子どもたちの練習の成果をぜひご覧ください。 

9：20 中学年保護者受付、入場   9：40～３年生発表  9：55～４年生発表 

10：25 低学年保護者受付、入場  10：45～１年生発表 11：00～２年生発表 

11：30 高学年保護者受付、入場  11：50～５年生発表 12：05～６年生発表 

※時間はあくまで目安です。進行上、多少ずれることもありますのでご了承ください。 

１１月の行事予定 

１（金）AET はなまるタイム やまばと訓練日 
 

３（日）文化の日 市民体育祭 
４（月）振替休日 市民体育祭予備日 
５（火）緊急地震速報訓練 修学旅行報告会 
６（水）【４限】 
７（木）連合音楽会 6‐1 SSW 
８（金）はなまるタイム ＡＥＴ やまばと訓練日 

 
１１（月）６年卒業アルバム写真撮影 1,2 年いも掘り 5 年稲刈り 委員会活動 
１３（水）【特５】オンライン集会 ☀太陽の広場 太広・学童合同避難訓練 
１４（木）音楽会２,3 限（児童同士の鑑賞会） SSW 教育相談 
１５（金）【特５】【特６】音楽会（保護者）2 限 3,4 年 3 限 1,2 年 4 限 5,6 年 AET 

やまばと訓練日 通級運動遊び 
 
１８（月）クラブ活動（卒業アルバム写真撮影） 
１９（火）４年校外学習（大阪科学技術館）【お弁当】 ２年生まち探検 
２０（水）【４限】Ｊアラート試験 ふれあい昼食会 ☀太陽の広場 
２１（木）６年こころの劇場（ｵﾘｯｸｽ劇場）【お弁当】 ５年日産出前授業 SSW 教育相談 
２２（金）ＡＥＴ ６年高中ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ やまばと訓練日 
２３（土）高野台子どもまつり 
 
２５（月）【４限】個人懇談① ＳＡ吹田留学生交流（５年）3・4 限 
２６（火）【４限】個人懇談② 
２７（水）【４限】個人懇談③ 通級ソーシャルスキル 
２８（木）【４限】個人懇談④ SSW 教育相談 
２９（金）【特５】個人懇談予備日 ＡＥＴ やまばと訓練日 
 

１２月の主な行事予定 
３（火）【特５】 2-1 のみ研究授業のため【６限】 
４（水）【４限】 就学時健診 12：30-15：45 ☀太陽の広場 
５（木）【特５】【特６】 
６（金）１年ふれあい動物村（佐竹台幼幼稚園） 
７（土）PTA 役員会  PTA 運営委員会 学校評議員会 

２４（火）２学期終業式【短縮３限・11：05 下校】 ※１/８(水)始業式 

第四期の徴収金振替日は、１１月２５日（月）です。 

納入期限までにご確認のほどお願いいたします。 
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廣中さんのお話・戦争語彙集・詩 
校 長  村上 弘明       

２４日～２５日に、６年生が修学旅行として広島を訪れ、平和についての学びを深めてきました。２日間

の活動では、丁寧に学習に向かい、協力して楽しみ、充実した活動に取り組むことができました。 広島で

の学習の中で、被爆体験者の廣中さんから語ってもらったお話がとても印象に残りました。原爆投下に

よって５歳の時に体験したお父さんとの別れや惨状で目にした光景、思い出すのも苦しい記憶の数々を

分かりやすく丁寧に話していただきました。とても５歳の時の体験とは思えないほど記憶が鮮明で驚き

ました。私自身は５歳の頃の記憶なんてもはや曖昧です。それだけ強烈な体験で、焼き付いて離れないの

だと感じました。 

現在もウクライナやガザなどの地域では、戦争によって子どもを含むたくさんの市民の命が失われ続

けています。 

ウクライナの詩人、オスタップ・スリヴィンスキーさんによる『戦争語彙集』という本があります。ロシア

による攻撃から避難してきた人が語った体験がまとめられています。バスタブ、ココア、スイーツ、星、ゴ

ミ、林檎。本の中には、私たちがふだん使うような日常の言葉をテーマにした短いストーリーが並び、その

言葉の意味が戦争でどう変化したのかという視点で市民の体験がつづられています。 

例えば「林檎」は、庭先に林檎が落ちる音に、今ではミサイルが落ちる音が重なるという話。「バスタブ」

が身を守るシェルターになったという話。自動車のナンバープレートをお墓の代わりにした話。日常生活

にあったモノや思い出が、戦争と結びついていきます。こんな言葉のいくつかが印象に残りました。"スイ

ーツとは恐怖を覚えたときに食べるもの""ミサイルが頭上を飛び交うことのなかった平和な子ども時代

に戻りたくて、スイーツを食べるのです""最近血を見ることが多い。怖いというのではなく、ただ目に入

るのです。""私の家も、この街も、置いていけばゴミになるの？" 

 

If I must die（もし、私が死ななければならないなら）／／リフアト・アライール 

もし私が死ななければならないなら／あなたは生き続けなければならない／私の物語を語り継ぐために

／私の遺品を売って／一切れの布といくつかの糸を買うために（色は白で、長いしっぽをつけてくれ）／ 

そうすれば、ガザのどこかにいる子どもが／天をまっすぐに見つめながら／～肉体にも、自分自身にさ

えも、誰にも別れの言葉を告げないまま～／炎に焼かれて去った父を待ちながら／ 

あなたが作ってくれたその凧が／あなたが作ってくれたその私の凧が／空高く舞い上がり／ほんの一

瞬、天使がそこに現れて／愛を取り戻してくれるから 

もし私が死ななければならないなら／それが希望をもたらしますように／それが物語になりますように 

 

この詩の作者で、ガザに住むリフアト・アライールさんは大学の先生でもあり作家でもあります。昨年 

１１月にこの詩をＳＮＳに投稿しました。しかし、翌１２月の空爆で家族も含めて亡くなりました。彼の死後、

この詩は世界で共感を呼び読みつながれています。 

７９年前と現在と、時代は違っても、国は違っても、共通するものを感じます。つらい悲しみの中で、そ

れでも憎しみではなく平和を願う思いであったり、それでも前を向いて生きようとする姿です。私たちは

そこに気持ちを重ねることができます。 

１０月に６年生だけでなく各学年で、平和について考える学習活動に取り組んでいます。子どもたちが

いろいろなことを知って、自分たちがどんな未来を望むのか、考えてくれたらと思います。 
 

１１月から最終下校時刻が

１６時００分になります。 

♪ 音楽会について ♪ 

徴収金について 


